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計画的に地方債を償還することで、健全な財政運営が可能となる。

目標値や目指すべき状態
実質公債費比率を県内市平
均以下とする。

実績値

令和５年度(令和４年度実施事業分)主要事業評価シート

問題点・課
題等:

公共施設の更新や新病院建設などにより、今後は地方債残高が増加傾向となる。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果
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地方債の償還を進め、地方債の発行額を抑制することで、実質公債費比率（3か年平均）を
0.0％に抑えることができ、健全で持続可能な財政運営を行うことができた。

①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

④上位施策への貢献 ⑦コスト削減
余地
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現状維持

今後予定される公共施設の更新、新病院建設等による財政需要の増額が見込まれるため、可能な限り起債の発行を
抑制し、健全で持続可能な財政運営に努める。

有効性

大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地
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全体事業期間: 全体事業費等:
会計 一般会計

事業内容:
老朽化した公共施設の更新等により、今後の地方債残高は増加傾向に転じるが、可
能な限り地方債発行を抑制し、健全な財政運営に努める。

予
算
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計画的な地方債の償還と事業内容の精査に努め起債発行額の抑制を図ることで、適正な財政運
営かどうか判断できる事業であるため。財源内訳

事業概要等

事業概要:
計画的な地方債の償還と、予算編成や執行管理において事業内容の精査を重ねるこ
とで起債発行額の抑制を図り、健全な財政運営を行う。

事業目的: 地方自治法の精神に則り、効率的かつ健全な財政運営を推進する。
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実質公債費比率を県内市平均以下とする。

Ｄ 決算額 得られた成果

⑥類似事業の有無
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市全体の歳入確保と歳出抑制を図る中、計画的な地方債の償還と、新たな起債発行の抑制に努め、実質
公債費比率（3か年平均）を目標値である県内市平均値（2.4%）以下に抑えることができた。
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